
株式の流動性
株式の発行と流通

の種別
株式の取引への
参加者の種別

株式の取引への
参加者の人数

極めて高い
標準的な・一般的な
募集・売出し・株式市場

完全な「不特定多数」の投資家 数百万人以上

高い
株式型
クラウド・ファンディング

完全な「不特定多数」の投資家 数百万人以上

低い
TOKYO PRO Market
（プロ向け株式市場）

金融商品取引法に定義される
「特定投資家」のみ

数千人程度

極めて低い
少人数私募
（上場を相対的には
想定していない）

発行者に関連する人物の
個人的な人脈
知己

50人未満

A share ought to be listed in a more liquider market than it used to be.
株式はそれまでよりも流動性が高い方の市場へ上場するべきなのです。

注：
これはあくまで私見になるのですが、例えば「株式型クラウド・ファンディング」により発行した株式を
TOKYO PRO Marketへ上場することは理論的にはできないのではないでしょうか。


